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国語科学習デザイン学会第６回研究大会 プログラム２０２３

（ ）主催 国語科学習デザイン学会 協賛 玉川国語教育研究会 学校図書 株

１ 日 時 2023 年 1 月７日（土） 9 時 30 分（受付開始）～ 16 時 20 分

２ 会 場 ）那覇市ぶんかテンブス館（沖縄県那覇市牧志3丁目2番10号

会場 ３階 Ａ会場：研修室 Ｂ会場：会議室２ 会議室１C 会場：

３ 日 程 受 付 9：30 ～

研究発表① 10：00 ～ 10：30 会場 研修室 会議室２ 会議室１

研究発表② 10：30 ～ 11：00

研究発表③ 11：00 ～ 11：30

研究発表④ 11：30 ～ 12：00

休憩

研究発表⑤ 13：00 ～ 13：30

研究発表⑥ 13：30 ～ 14：00

研究発表⑦ 14：00 ～ 14：30

研究発表⑧ 14：30 ～ 15：00

Ａ会場（研修室）のみ、 による での発表・視聴参加を可能とします。Zoom on-line

４ 参加費 2,000円

（会場費・運営費。予稿集は作成しません）

発表・視聴参加は、事前の振り込みを確認し、 をお知らon-line ZoomURL
せします。

５ 参加申し込み等

１）参加申し込み

（当日参加も可能ですが、準備の都合上なるべく事前申し込みをお願いします ）。

１２月１０日までに学会 からグーグルフォームでお申し込みください。HP

２）発表申し込み

１１月３０日までに以下の内容を へkokugokadesign@gmail.com
件名： 研究発表申し込み ）「 」

- -
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氏名・所属・発表題目・２００字以内（厳守）の発表要旨

３）発表者は、資料（書式は『国語科学習デザイン』に準ずる）５０ 部を当日持参し、

会場で配布すること。

昨年の 大会と同様、当日資料を下の にアップしてください。hybrid Google Classroom
（ 発表者の資料は事務局で印刷します ）on-line 。

https://classroom.google.com/c/NTY5MDQxMjcwMjgw?cjc=jvn5szd
４）発表用のプロジェクター、パソコンは会場側で用意します。

自分のパソコンを持参する場合は、可能な限りインターフェースご持参のこと。

（研修室のプロジェクターは 対応、会議室１・２のプロジェクターは になHDMI VGA
っております ）。

６ アクセス フロア図

７ 交流会

： から ： 会議室 で交流会を開催します。15 15 16 20 1
： から「とぅばらーま （国際通り牧志駅側）で懇親会を開きます。 円17 00 4000」

- -
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８ 研究発表

発表 分 質疑応答 分 入れ替え 分 計時はストップウオッチではなく、時計で20 9 1
行います。

会場 研修室 司会 ①～④西田太郎・橋本祐樹 ⑤～⑧岩崎直哉・古沢由紀Ａ

On-line

① 物語る力を育成する学習の実践研究―自己形成としての伝記の語り納めの創作―

発表 小川高広（上越教育大学附属小学校）on-line
創作した物語には、書き手の倫理観が表象することから、自己を映し出す鏡と捉えられ

る。よりよき語り手になるために、文学の読みを通して物語の語りに気付き、意味づけて

いくこと。それらを用いて物語を語っていくことを国語科で実践していきたいと考えてい

る。本研究では、伝記の文学的要素に着目し、伝記の語り納めの創作を通して自己を表現

する学習について、実践的に検討することを目的とする。

② きつねの窓における教材性と一人称の語り

橋本祐樹（世田谷区立等々力小学校）

「きつねの窓」は 「ぼく」によって語られる一人称の物語という特徴をもっている。自、

己の物語として語られる上で、時間的な隔たりをもつがゆえに、その自己の同一性と差異

性は、読み手の作品の解釈にとって重要な意味をもつ。一人称の語りがもつ特徴と、終末

の特徴的な語りの意味づけを分析することで 「きつねの窓」のもつ教材性について考察を、

行っていく。

③ 中学校方言教育に関する一考察 ―学術人類館事件を通して―

金城詩乃（沖縄国際大学・総合文化学部・日本文化学科）

若者の方言の使用低下が課題とされていることを知り、そこから沖縄の言葉や伝統がな

くなっていくという寂しさや恐ろしさを感じた。また、 （明治 ）年に大阪で開かれ1903 36
た「学術人類館」では沖縄と清国が差別され、方言の使用の禁止があることを知った。そ

こから差別や言葉について考え、伝統を残すためにも明治時代の方言教育と現在の方言教

育との比較を行いながら、方言使用の低下を見直していくべきだと考える。

④ 小学校低学年における国語科と生活科の教科横断的な学習デザインの提案

伊藤千尋 馬場菜穂子 藤井由侑希（上越教育大学教職大学院 院生）

小学校低学年において、合科的・関連的な指導の工夫を進め、その効果を高めることが

求められている。本研究では、１年生を対象として、国語科と生活科の教科横断的、合科

的な学習デザインの開発を行う。そこで、児童の作文の内的過程を探る内観報告を軸とし

た分析方法を用い、文章算出における思考過程を明らかにした後、この学習デザインによ

って、国語科と生活科の教科横断的、合科的な学習が成立したのかなどを考察する。

休憩

- -
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⑤ 「お手紙」における読みの交流を促す問いの提案

浦部永遠（上越教育大学教職大学院・院生）

アーノルド・ローベル作「お手紙」には 〈空所〉となる部分がある 〈空所〉について、 。

学習者が一貫した意味を作り出す際に働く〈否定〉の機能のうち 〈第二の否定〉は、作品、

の本質に迫る深い理解を促すものであり、他者との対話を通して生じる。本研究では、こ

の部分について〈第二の否定〉に着目した問いを案出した。案出した問いをもとにした読

みの交流の分析から、読みの交流が成立し 〈第二の否定〉が生じたかを検討する。、

⑥ 国語科授業における漫画教材活用の可能性

岩崎直哉（富山国際大学）

。 、漫画をはじめとしたサブカルチャーを教材化しようとする動きが盛んである これまで

漫画が教材として扱われた事例は極めて少なく、活用の幅も限定的である。漫画を教材と

して活用した授業方法論が確立しているとは言い難い。本研究では、大学生を対象に、漫

画『宇宙兄弟 （小山宙哉）を教材にした授業実践を行う。その交流の様相を記述し、読』

みの教材としての可能性を探る。

⑦ 「空所読み」で創る学習者主体の学習デザイン

―「おとうとねずみチロ」における「問い」の発見と読みの形成―

古沢由紀（大阪市立柏里小学校）

物語文教材における「空所」に着目した授業展開は学習者を主体的にする。これを「空

所読み とする 今回低学年の物語文 おとうとねずみチロ を用いて教材の読みから 空」 。 「 」 「

所」を埋めていく授業展開の一考察を述べる 「問い」と空所の関連性や、創出した「問。

い」から学習者は「否定」を繰り返しながら新たな読みを作り出し、 「空所」を埋めて

いく。それが 「問い」を解決していくことへつながると考える。、

⑧ 発表辞退

- -
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Ｂ会場 第２会議室 司会 ①～④中西郁・大城里緒 ⑤～⑧増田佳祐・上月康弘

① 『徒然草』の説話的章段の学習デザイン ―兼好法師の評価に着目して―

中西 郁（玉川大学教職大学院 院生）

B学習指導要領改訂で新設された「言語文化」には「思考力・判断力・表現力」の「

読むこと」に「作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈

すること」という項がある 『徒然草』の授業には、語られた教訓の読み取りで終わってし。

まうものがあり、兼好がどのような考えや視点からその教訓に至ったのか考えられていな

い。本研究では生徒が「兼好の評価」に着目するための学習デザインを開発し実践した。

② 発表辞退

③ 読みの交流における一人称の語りの問い

―「大人になれなかった弟たちに……」を題材として―

大城里緒（上越教育大学教職大学院 院生）

文学を読むうえで、語り手による物語の語られ方、語りの特徴を意識した読みは重要で

ある。特に、物語を主観的な視点から語る特徴を持つ一人称の語りの文学作品では、語ら

れ方に着目した読みの方略を獲得させることが必要であると考えられる。本研究では、読

みの交流において、一人称の語りに着目した問いが読みの交流を促すか、中学１学年を対

象に検証し、一人称の語りを読むための読みの方略を獲得できるかを分析した。

④ 古文の世界に親しむための指導改善

大嶺里佳（沖縄国際大学・総合文化学部・日本文化学科）

「平成 年度全国学力・学習状況調査」の結果から、旧小学校学習指導要領では触れる25
程度、旧中学校学習指導要領では触れる・楽しむ・親しむだったものが、新小学校・中学

校学習指導要領では「親しむ」に統一され、小学校と中学校の系統性が分かる。児童生徒

が「親しむ」ためにはどのような方法があるのか、学習心理学やアクティブラーニングの

視点から古文の世界に親しむための授業デザインを考察したい。

休憩
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⑤ 芦田恵之助の「読み方教授」における学習者の自己内対話

（ ）― 教壇記録 を手がかりに―「 」 上月康弘 松本大学教育学部

本研究の目的は、芦田恵之助が「読み方教授」において提唱した「自己を読む」という

思想について、自己内対話という観点から照らし、どのような自己内対話が目指され、実

践されていたのかについて明らかにすることである。本研究では、主に、芦田の当時の授

業を記録した教壇記録を基に、学習者の自己内対話の内実を検討し、芦田の思想レベルと

実践レベルの「自己を読む」の差異について検討する。

⑥ 新学習指導要領を具現化する小学校書写指導 －ICTを活用した指導法の研究－

岡田充弘（中村学園大学教育学部 児童幼児教育学科）

本研究は、書字技能の育成のために、書写指導支援アプリを取り入れた授業デザインを

提案し、実証授業を通して授業者と学習者への効果の検証を目的としている ・授業デザ。

イン：書写指導支援アプリの動画視聴と運筆練習場面を仕組む ・効果の検証:学習指導

案、板書イメージ、学習具を作成し、授業を通して授業者と学習者から普段の授業と比較

した学習記録と感想用紙をもって行う （科研費（19K02852）の助成を受けた）。

⑦ 国語科における平和教育単元の開発―メディア・リテラシーの観点を用いて―

萩原悠斗（筑波大学大学院）

平和教育的視点からの反省が不十分であった国語科における既存の平和教育実践の現状

をふまえ、平和教育研究の知見を援用し、今後の国語科における平和教育が行われるべき

分野としてメディア・リテラシーを導出し単元開発を試みる。国語科における既存の平和

教育は、戦争文学教材の読解により反戦平和的感性を育むものが主であったが、本稿では

新たに平和の問題をどのように語っていくかという視点から実践を構想する。

⑧ 質的分析を用いた国語科学習評価の改善

―「読むこと」の学習指導における総括的評価の妥当性と信頼性の向上―

増田佳祐（玉川大学教職大学院 現職派遣院生 杉並区立井草中学校）

平成２９年告示の学習指導要領では 「指導と評価の一体化」と「学習評価の妥当性・、

信頼性の向上」が求められている。本研究ではそれらについて整理し、中学校の国語科学

習において 「構成概念」という考え方に立ち、中学１年生での検証授業と質的研究法を、

用いてアプローチする。そして、学校現場における学習評価法の提案を行う。本研究の成

、 。果は 記述式学習による授業デザインに対する学習成果の見取り方への示唆となるだろう
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Ｃ会場 第１会議室 司会 ①～④鏑木貴裕・松本修

① ｢具体と抽象｣を意識した学習デザインの考案―学習者の達成を目指す取り組み―

山川志穂（南風原町立南風原中学校）

今年度 月より、初めて受け持つ生徒の実態から｢本文を読み取る力が弱い｣｢自身が書い4
た文章に疑問を持つ｣など、活動一つひとつにつまずきを感じた。

各教材の目標に沿いながら｢具体と抽象｣を取り入れることで、つまずきの解消に加え、読

書の面白さへの気づきに繋がるのではないかと考えた。本文中に直接現れてこない情報の

、 、 。読み取りや 感じたことを言語化できる様々な達成を目指す 現在の取り組みを発表する

② 翁の物語として読む『竹取物語』の授業デザイン

鏑木貴裕（玉川大学教職大学院 院生）

竹取物語は絵本化や映画化などを通して広く人々に親しまれており、古典の入門教材と

しても馴染みある教材と言える。一方で竹取物語が「かぐや姫の物語」として読まれてし

まう懸念もある。この物語にはかぐや姫の物語だけではなく、翁の物語の側面もある。本

研究では翁の物語としての読みを成立させるためにミニマル ストーリーを用いた検証を•
行った。その結果生徒の中で翁の物語としての読みが形成されることが確認できた。

③ 「自力読み」をもとにした学習デザインの開発―複式学級での実践事例から―

髙橋圭祐 佐藤真綺（上越教育大学教職大学院 院生）

複式学級のある 小学校は、子どもが自分で考え、仲間とかかわりながら主体的に課題A
解決に取り組もうとする「自力読み」の力を育成しようと研究に取り組んできた。本研究

、 「 」 「〈 〉 」では 二瓶弘之の 自力読み の観点と松本修・西田太郎の 問いづくり と読みの交流

をもとに学習デザインを考案し、複式学級において実践した。実践授業の発話を質的・量

的に分析し、学習デザインの有効性を明らかにする。


